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長距離用ガス採取管を用いたメタンガス測定
Basic experiments for continuous monitoring of CH3 in the field by Mass spectrometer
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野外におけるガスの連続観測は今後、科学的な目的や様々な場所の環境モニタリングなど幅広い分野で必要となると予
測される。そのために、野外で環境ガス分析が可能な精密ガス分析装置の開発が行われている。本研究では分析装置から
離れた箇所のガスの計測を可能とするための基礎実験を行った。ボアホール内や、トンネルなどある程度空間がある場所
でのメタンガス放出を想定し、その発生源やガス量の推定を行った。本発表では実験室内での基礎実験結果を発表する。
本研究では質量分析計に 25m長のある間隔でガス取り入れ口があけられたチューブを取り付け、それぞれのガス取り

入れ口からガスを注入し、ガスを連続的に分析した。得られた連続ピークはガス取り入れ口の位置に応じてピークの値
や形が異なる結果を得た。この結果はガスの移流・拡散モデルとよく合っている。この結果は、分析装置から離れた箇
所で発生したガスの分析が可能である事を示すと考えられる。
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